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子ども教室とは、文部科学省の「放課後子どもプラン」の

なかの一部です。子ども達の自主的な学習の場や安全な居場
所の充実となっていますが、生活の場の学童保育とは全く異
なっています。 
専用の部屋は、厨房室や休養室もなく、中主小は体育館の

会議室です。野洲小は家庭科室と間借り状態で、明日の授業
のため、毎日もとの状況に戻して帰らなくてはなりません。
野洲市では２００８年度、１８００万円の予算です。利用

料は季節教室（春・夏・冬休み５２日間）・通年教室とも無
料ですが、延長の場合、時間単価や日割り計算され有料です。

 予算的にも児童一人当たりの市の負担は、学童保育は１３

万円、子ども教室が１１万円です。 
学童保育所には、１９００万円の補助金がありますが、学

童保育の補完事業の「子ども教室」では、国からの補助金も

ありません。なぜ子ども教室を進められるのか疑問です。 
 学童保育と子ども教室は全く違います。留守家庭児童の生

活の場としての学童保育を増設し、希望する児童が入れるよ

うにすべきです。 

 学童保育の入所は、保護者の就労時間や勤務状況を「点

数」で評価し決められます。定員をオーバーする学童保育

では、低学年児童を優先し入所決定がされました。 
同じ勤務状況でも、三上や篠原の学童保育なら入所でき

るにもかかわらず、野洲・北野・祇王・中主では、入所で

きないような不公平な状況となっています。  
学童保育保護者会の調査では、学童保育の通年を希望し

ながら、３９人は入所できず、また、季節だけを希望され

た児童１００人のうち、実際に入れた児童は２４人です。

よって、残り７６人は季節子ども教室を選択しなければな

子ども教室
通年 季節 通年 季節 通年 季節 通年 季節 通年 季節 通年 季節 通年 季節 通年 季節 通年 季節 通年 季節 通年 季節 通年 季節 通年 季節

１年 34 0 3 6 3 4 27 2 0 16 1 25 0 2 12 0 120 5 0 10
２年 30 0 5 14 0 5 27 0 5 27 3 30 0 8 7 1 135 1 0 26
３年 34 0 3 8 4 3 30 1 9 18 4 22 0 8 7 2 119 7 0 27
４年 19 5 7 3 1 3 20 0 2 18 5 11 0 11 9 4 80 5 5 28
５年 1 11 10 0 0 4 6 1 2 11 8 0 10 6 9 1 27 2 21 30
６年 0 3 2 1 0 0 6 0 4 7 5 0 0 3 4 4 19 4 3 14

合計 119 0 19 30 32 8 0 19 116 4 0 22 97 0 0 26 88 0 10 38 48 12 500 24 29 135

学童・５３０人
合計

学童・１２０人子ども教室学童・４０人子ども教室学童・１２０人
野洲 三上 篠原

学童・６０人
祇王 北野 中主

子ども教室学童・９０人子ども教室学童・１００人子ども教室

 学童保育の希望者が多く待機児童がでるため、市は昨年から

補完事業として、「放課後子ども教室」をスタートしました。

季節教室（夏休み・冬休みなど）を祇王・北野・野洲・中主学

区で実施。今年度は、さらに待機児童がでるため、季節だけで

なく、通年（年間を通じて）も野洲・中主で実施されています

が、より根本的には、多くの保護者の願う学童保育所の充実で

はないでしょうか。 

りませんでした。  
 学童保育は、留守家庭児童の放課後の安全や長期休暇に、

遊びや生活の場として、異年齢集団で子どもの発達を保障

するところです。また子育てを応援する場として、保護者

から頼りにされています。 
このため、夏休みなどは、朝から夕方までの長時間であ

り休養室も必要ですが、子ども教室では施設的にこれらの

対応は不十分です。このように学童保育と「似て非なる」

子ども教室の中で、「子どもの健やかな成長を」と願い努力

されている指導員に頼る施設となりかねません。 


